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２０１２年１月１７日

東 京 新 聞

最高裁判所は１月１６日、日の丸・君が代訴訟で停職や減給処分を

受けた元教員について、「減給以上の重い処分の選択には慎重な考慮

が必要だ」との判断を示し、「裁量権を超えて違法」として処分を取

り消す判決を言い渡しました。判決は、戒告は適法としましたが、よ

り重い減給以上の適用には一定の歯止めをかけるものとなりました。

職員の身分に重大な不利益をもたらす減給や停職処分は、裁量権の範

囲を超えると判断したのです。

ＪＲ東海においても、東二運分会斉藤書記長が酒気帯びをデッチ上

げられ、減給処分とされました。また、総合的判断という曖昧な理由

でのボーナスカットが横行しています。日の丸・君が代訴訟とはケー

スが違いますが、正当に受け取りるべき賃金をカットされ、今後の昇

給、再雇用に重大な不利益を与える処分が乱発されています。最高裁

の言う「慎重な考慮」の微塵も見られません。斉藤書記長はデッチ上

げによるものですし、重箱の角をつつくような些細な理由ををつけて

のボーナスカットです。

会社はこの最高裁判所の判断を真摯に受け止め、斉藤書記長への減

給処分を取り消し、ボーナスカットをやめるべきです。
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